
 

平成 31 年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第１学年 
66.5% 

(14 問中 9.3 問) 
2.59% 74.2% 55.4% 57.1% 71.7% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 

形式 

正答率 

（県平均） 

無解答率 

（県平均） 

1 

一１ 漢字の読み「率いる」 短答 95.3％ 1.85％ 

一２ 漢字の読み「挙手」 短答 77.1％ 3.73％ 

二１ 漢字の書き「警察かん（官）」 短答 81.0％ 3.65％ 

二２ 漢字の書き「おぎなう（補う）」 短答 58.6％ 10.08％ 

三ア 慣用句を完成させる「（高を）くくる」 選択 28.5％ 0.57％ 

三イ 慣用句を完成させる「（羽を）伸ばす」 選択 86.4％ 0.36％ 

三ウ 接続語を選択する 選択 93.3％ 0.35％ 

四 
主語と述語がつながり合っていない文を選択し，文を
正しく書く直す 短答 33.8％ 3.35％ 

2 
一 敬語を選択する 選択 91.1％ 0.63％ 

二 友だちの意見を取り上げて，自分の考えを書く 記述 57.3％ 2.67％ 

3 
一 段落について説明したものを選択する 選択 80.2％ 0.90％ 

二 要約する（五十字以上八十字以内） 記述 53.5％ 5.28％ 

4 
一 物語文の読み取り 選択 59.8％ 1.29％ 

二 物語文の読み取り 選択 34.7％ 1.50％ 

【成果】 ・「敬語を選択する」問題で，改善が見られました。 

    ・「接続語を選択する」問題で，改善が見られました。 

【課題】 ・漢字，慣用句や経年的な課題である主語と述語の関係については，改 

善が進んでいません。 
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（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ３二の設問 （平均正答率：53.5% H30 第 2 回みえスタディ・チェック：48.8％）    
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② 解答類型別正答率・誤答率 

問題 

番号 
解 答 類 型 正答 

正答率 

誤答率 

３ 二 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

① 【説明文の一部】の内容を使って書いている。 

a □3 段落の「からだの中の水分の量を調整するはたらき」と□4 段落の

「消化液の成分としてのはたらき」の両方について書いている。 

b □5 段落の「筋肉を収縮させるはたらきをたすける」「他のものでは

置きかえることのできないはたらき」のいずれか，または，両方につ

いて書いている。 

② 五十字以上，八十字以内で書いている。 

  

１ 

条件①a,b, ②を満たして解答しているもの 

（正答例）・からだの中の水分の量を調整したり，消化液の成分に

なったり，筋肉を収縮させるはたらきをたすけるなど，他のもので

は置きかえることのできないはたらきをする。（75 字） 

◎ 10.4％ 

２ 

条件①a, ②を満たして解答しているもの 

（正答例）・きまった濃さで血液などにとけこむことで，からだの

中の水分の量を調整したり，消化液の成分としてのはたらきをす

る。（55 字） 

○ 43.1％ 

３ 条件①a を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの  3.1％ 

４ 
条件②を満たし，条件①a のうち，□3 段落と□4 段落の片方の内容の

みを解答しているもの 
 23.0％ 

９ 上記以外の解答  15.1％ 

０ 無解答  5.28％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

・文章の内容を的確に押さえ、読むことができるように指導する 

・目的に応じて、情報を取捨選択して書くことができるように指導する 

【中学校第１学年】 

 ・本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け，目的に応じて

必要な情報を読み取ること。（読むこと） 

 ・集めた材料を分類するなどして整理するとともに、段落の役割を考えて文章

を構成すること。（書くこと） 

 目的に応じて文章の内容を読み取るためには，文章の中心的な部分と付加的な部分，

事実と意見などとを読み分け，文章の構成や展開を捉えて内容を理解するように指導

することが大切です。その際，段落ごとに内容を捉えたり，接続語や指示語に着目し

て段落相互の関係を押さえたりしながら，文章全体における段落の役割を捉えるよう

に指導することが大切です。 

 読み取った内容を整理して書く際は，何が求められているのか確認したうえで，必

要な情報を取捨選択するように指導することが大切です。 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 
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＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「情報」でダウンロードできます。 
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２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第２学年 
60.5% 

(17 問中 10.3 問) 
3.03% 59.3% 47.0% 69.0% 56.5% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 

形式 

正答率 

（県平均） 

無解答率 

（県平均） 

1 

一１ 漢字の読み「改行」 短答 76.7％ 1.80％ 

一２ 漢字の読み「昇る」 短答 96.3％ 0.77％ 

二１ 漢字の書き「こうせき（功績）」 短答 25.0％ 13.09％ 

二２ 漢字の書き「かす（貸す）」 短答 67.9％ 5.53％ 

三ア 文脈の中で適切な言葉を選ぶ「（精を）出す」 選択 55.7％ 0.37％ 

三イ 文脈の中で適切な言葉を選ぶ「てこ（でも動かない）」 選択 33.1％ 0.36％ 

四 敬語を選択する 選択 58.8％ 0.20％ 

五ア 文の主語を選択する 選択 37.0％ 0.41％ 

五イ 慣用句「胸をなでおろす」を使った短文づくり 短答 28.4％ 10.53％ 

2 

一 話し方の工夫について選択する 選択 72.4％ 0.66％ 

二 
スピーチ原稿を聞き手に分かりやすく書き直す 

（八十字以上百二十字以内） 
記述 46.2％ 7.83％ 

3 

一 物語文の読み取り 選択 86.5％ 0.54％ 

二 物語文の読み取り 選択 79.2％ 0.69％ 

三 叙述を根拠に自分の意見を書く 記述 47.8％ 6.11％ 

4 

一 説明文の読み取り 選択 54.0％ 0.87％ 

二 説明文の表現の工夫 選択 77.5％ 0.94％ 

三 接続語を選択する 選択 86.8％ 0.81％ 
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【成果】 ・「物語文の読み取り」の問題で，改善が見られました。 
・「接続語を選択する」問題で，改善が見られました。 

【課題】 ・漢字，慣用句や経年的な課題である主語と述語の関係については，改 
善が進んでいません。 

・「叙述を根拠として自分の意見を書く」は，過去の正答状況（平成 30 
年度）と比較すると，2.0 ポイントと低く，改善が進んでいません。 

 
（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ２二の設問 （平均正答率：46.2% H29 全国学調：56.6％ ）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

２ 二 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

① 【本の一部】を参考にして，「どのように工夫をするのか」が分か

るように具体的に書いている。 

② 【本の一部】を参考にして，「なぜそのような工夫をするのか」が

分かるように書いている。 

③ 「複数の登場人物を演じる時は，」に続けて，八十字以上，百二十

字以内で書いている。 

  

（正答例） 

・（複数の登場人物を演じる時は，）顔や体の向きを変えたり，言葉づ

かいや口調，しぐさを変えたりする工夫をします。なぜなら，落語

は一人で演じるので，登場人物のうちのだれが話しているのかが，

観客に分かるようにしなければならないからです。（112 字） 

・（複数の登場人物を演じる時は，）登場人物のうちのだれが話してい

るのかが，観客に分かるようにするため，顔や体の向きを変えたり，

言葉づかいや口調，しぐさを変えたりする工夫をします。（86 字） 

  

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎ 46.2％ 

２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの   1.1％ 

３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの  27.6％ 

４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの  2.9％ 

９ 上記以外の解答  14.4％ 

０ 無解答  7.83％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

相手に分かりやすく話したり、書いたりする学習活動を計画的に取り入れる 

【中学校第１学年】 

・全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえな

がら話すこと。（話すこと・聞くこと） 

・伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。 

（書くこと） 

 

 自分の伝えたいことが聞き手に十分伝わるように話をするためには，情報を正確に

読み取るとともに、必要な情報をもとに文章の構成を考えることが大切です。 

文章の構成を考える際は、起承転結を意識し、それぞれのまとまりで何を伝えたい

のかを確認するように指導することが大切です。その際，接続語や指示語に着目し、

段落相互の関係を考えるように指導することも重要です。 

 また、目的に応じた内容を取り上げているか，聞き手に分かりやすい表現の仕方に

なっているかなどについて振り返り，話し手と聞き手の両方の立場から検討するなど

の学習活動を設定することも有効です。 

 

 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 
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。 



 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「相手 反応」でダウンロードできます。 

。 

。 



 

３ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査中学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より）  



 

平成31年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

第１学年 
57.7% 

(17 問中 9.8 問) 
2.86% 65.7% 54.6% 59.1% 56.1% 

   ※第１学年は小学校算数の領域で作成。 
 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

設問番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 無解答率 

1 

（１） ９÷14 の商を分数で表す 短答 87.2% 3.37% 

（２） ２+3.5×６の計算 短答 70.2% 0.62% 

（３） 3.6÷0.2 の計算の仕方 短答 64.3% 2.55% 

（４） 15÷0.6 で求められる問題 選択 39.6% 0.74% 

（５） 分速から道のりを求める 短答 48.8% 2.55% 

２ 

（１） 小屋のこみぐあい 選択 61.6% 0.76% 

（２） 面積の等しい三角形 選択 36.6% 1.22% 

（３） 見上げた角度を求める 短答 71.6% 0.87% 

（４） 直径の長さと円周の長さの関係 選択 69.3% 0.75% 

（５） 敷き詰めた模様の形 選択 49.0% 0.63% 

３ 
（１） ７の倍数だと言える式 短答 72.6% 3.51% 

（２） 数の和の説明 記述 60.2% 10.66% 

４ 

（１） 希望者は全体の何％か 短答 51.9% 4.08% 

（２） どちらが安くなるか、その理由 記述 39.7% 4.83% 

（３） 見る順番は何通りあるか 短答 82.9% 2.33% 

５ 
（１） 求めるために必要なグラフ 選択 56.1% 3.95% 

（２） 正しくない説明 記述 18.7% 5.18% 

【成果】 ・「商を分数で表すこと」や「見上げた角度を求める」で，改善が見ら

れました。 

【課題】 ・「数量の関係を文字式に表すこと」や「数学的な表現を用いて説明す

ること」について，改善が進んでいません。 
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（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 １(４)の設問 （正答率：39.6%）                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 

誤答率 

１ (４) 

１ ア，エ   と解答しているもの ◎ 39.6% 

２ ア     と解答しているもの  9.9% 

３ ア，ウ，エ と解答しているもの  9.1% 

４ ア，ウ   と解答しているもの  26.6% 

9 上記以外の解答  14.0% 

０ 無解答  0.74% 

 
 
 
 
 
 
 



 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

  数量の関係を的確に捉え，立式することができるように指導する 
〈小学校〉 
【第３学年】 Ａ 数と計算 

(４) 除法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。 
ア 除法が用いられる場合について知ること。また，余りについて知ること。 

【第４学年】 Ａ 数と計算 
 (３) 整数の除法について理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを

適切に用いる能力を伸ばす。 
イ 除法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。 

【第５学年】 Ａ 数と計算 
 (３) 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることがで

きるようにする。 
  ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小

数である場合の乗法及び除法の意味について理解すること。 

 指導に当たっては，問題場面を図や数直線などに表し，数量の関係を的確に捉え，

立式する活動が考えられます。下のように，乗法の問題場面と除法の問題場面をそれ

ぞれ表した，テープの図と数直線を合わせた図を比較することができるようにするこ

とが大切です。その上で，□の場所が異なることを確認し，割合に当たる大きさを求

める場合には乗法が用いられ，１に当たる大きさを求める場合には除法が用いられる

ことを理解できるようにすることが大切です。 

 また，ウを選択した解答類型の反応率が 35.7％でした。乗数・除数が１より小さ

い小数である場合でも立式できるようにすることが大切です。指導に当たっては，問

題文に示された小数を整数に置き換えて立式する活動や，本問のエを用いて，ガソリ

ンの 0.6Ｌが１Ｌの 0.6 倍であることから，道のりの 15ｋｍも，□ｋｍの 0.6 倍で

あることを確認し，□×0.6＝15 という乗法の式を立て，□を求めるために除法の式

を立てる活動が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 さらに，乗法や除法の問題場面を複数提示することで，問題場面を的確に捉えて立

式する活動も考えられます。 

ウ １L で板を 15m２ぬることができるペンキがあります。このペンキ 0.6L では，板を何 m２ぬる 
ことができますか。 

式  15×0.6 

式  □×0.6＝15 
      15÷0.6 

0

0
0.6 1

15

×0.6

×0.6

(ｍ２)

(L)
2

15×２

３

15×３15×2.5

2.5

0

0 0.6 1

15

×0.6

×0.6

(km)

(L)
2 2.5 ３

×２ ×2.5 ×３

エ 0.6L のガソリンで 15km 走る自動車があります。この自動車は，ガソリン１L では何 km 走り 
ますか。 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学校５年生の 7 月から活用できます＞ 

数と計算 

小数のかけ算・わり算 

             年   組   番 名前 

１ 0.4ｍのねだんが 120円のリボンがあります。このリボンについて、次の問題に答えま

しょう。 

   

   

           

（１）リボン 0.8ｍのねだんはいくらですか。 

 

   

 

 

（２）リボン 0.2ｍのねだんはいくらですか。また、0.１ｍのねだんはいくらですか。 

 

 

 

 

（３）リボン 1ｍのねだんがいくらになるかを考えます。1ｍのねだんを□円として、リボ

ンの長さとねだんの関係を図に表します。リボンの 0.4ｍの「0.4」、0.4ｍのねだん

120円の「120」、1ｍのねだん□円の「□」を下の図にかきましょう。 

 

       

 

   

 

 

（４）リボン 1ｍのねだんを求める式と答えを書きましょう。 

 

 

２ 0.6Ｌで板を 12㎡ぬることができるペンキがあります。このペンキ１Ｌでは、板を 

何㎡ぬることができますか。（下の図を使って考えてみましょう。） 

    

 

 

 

 

 

□円 

□円 

120 円 

式 答え 

式 答え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー
ド「かけ算 わり算」でダウンロードできます。 



 

 

２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 資料の活用 

第 2 学年 
44.0% 

(19 問中 8.3 問) 
11.68% 42.0% 46.8% 45.6% 41.3% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

設問番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 無解答率 

1 

（１） ２+８×(－６)の計算 短答 76.0% 0.97% 

（２） 気温差を求める式 選択 60.2% 0.52% 

（３） 90％にあたる値段の文字式 短答 8.3% 12.28% 

（４） 折り紙の枚数の等式 選択 63.1% 0.84% 

２ 

（１） 関数でないもの 選択 79.9% 1.13% 

（２） 変域を求める 短答 18.9% 15.09% 

（３） Ａを通る反比例の式 短答 38.0% 12.66% 

（４） 三角形の 2 倍の面積 選択 62.2% 1.20% 

（５） おうぎ型の弧の長さ 短答 28.8% 14.81% 

（６） 面と垂直な辺 短答 64.5% 2.12% 

３ 

（１） n 枚はるのに必要な横の長さ 短答 38.7% 15.17% 

（２） 15+18(n－１)になる理由 記述 24.1% 35.73% 

（３） 何枚掲示できるか 短答 23.7% 29.45% 

４ 

（１） 平行移動で重なる三角形の数 短答 43.7% 3.54% 

（２） どのような回転移動をしたか 記述 13.4% 26.22% 

（３） 切って開いた模様 選択 67.9% 4.43% 

５ 

（１） どの代表値と比べたか 選択 43.0% 1.85% 

（２） 相対度数を求める式 短答 54.0% 18.39% 

（３） 度数分布多角形の特徴比較 記述 26.9% 25.47% 

【成果】 ・「相対度数を求める式」で、改善が見られました。 

【課題】 ・「数量の関係を文字式に表すこと」や「数学的な表現を用いて説明す

ること」について，改善が進んでいません。 
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平成31年度 第1回 みえスタディ・チェック 中2 数学



 

（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 １(3)の設問（正答率：8.3%）                        

 

 

 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

１ (3) 

１ 
10

９
 a          と解答しているもの ◎ 8.3％ 

２ 0.9a または 
９

10
 a  と解答しているもの  25.5％ 

３ 1.1a または 
11

10
 a  と解答しているもの  3.0％ 

４ 
a

90
                と解答しているもの  3.9％ 

５ 90 a       と解答しているもの  4.1% 

９ 上記以外の解答  42.9％ 

０ 無解答  12.28％ 

 
 
 
 
 
 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

  事柄や数量の関係を捉え，その関係を文字式に表すことができるように指導する 

【第１学年】 A 数と式 

(２) 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み

取ったりする能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるように

する。 

   エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを

理解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。 

指導に当たっては，関係を図に表したり，具体的な数や言葉や使った式を利用し

たりして関係を捉え，その関係を文字式に表すことができるようにすることが大切

です。例えば，次のような指導が考えられます。 

 

 



 

●具体的な数を使う場合 
                    
                     

                      

                     

 
                    
                     

                      

                     

 

 

●図などに表す場合 
                     

                     

                      

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●言葉を使った式を利用する場合 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校段階で，「基準量を求める場合に除法が用いられること」については定着率

が低い傾向が見られます。数量の関係を捉えた上で，中学校で学習する一次方程式や

比例式を活用しながら，基準量を文字式に表すことができるように指導することも考

えられます。 

 

 

 

 

今日 

普段 

0 

0 

 
180 円 ◆一次方程式の活用 

例えば，普段の値段を 200 円とすると， 

今日の値段は200×０.9＝180(円)になる。 

 普段の値段を□円，今日の値段を a 円と

すると，□×0.9＝a 

よって，普段の値段□は，a÷0.9 

で求められる。 

200 円 

(今日の値段) 
      
(普段の値段) 

0 

0 
0.9 

(90%) 
1 

(100%) 

◆基準量・比較量・割合の関係 

比較量は今日の値段で a 円, 割合

は，0.9(90%)になる。 

普段の値段は基準量で，基準量は， 

(比較量)÷(割合)で求められるから，  

a÷0.9 になる。 

a 

×0.9 

◆一次方程式の活用 

(比較量)＝(基準量)×(割合)から， 

a＝□×0.9 

☐×0.9＝a 

☐＝a÷0.9 

◆比例式の活用 

(今日の値段)：(普段の値段)＝90:100 

から，普段の値段を x 円とすると， 

a：x＝90：100 という比例式ができ， 

x について解く。 

◆一次方程式の活用 
今日の値段は，普段の値段の 0.9 倍だから， 
a＝(普段の値段)×0.9 
よって，求める普段の値段＝a÷0.9 になる。 

 

◆比例式の活用 
(今日の値段)：(普段の値段)＝0.9(90)：１(100) 
だから，普段の値段を x 円とすると， 
比例式 a：x＝0.9(90)：１(100) ができ，x について解く。 

 

今日 

普段 

0 

 
a 円 

□円 

×0.9 

0 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー
ド「文字」でダウンロードできます。 



 

３ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査小学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 全国学力・学習状況調査中学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 
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平成31年度 第1回 みえスタディ・チェック 中1 理科

 平成 31 年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校理科） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

第 1 学年 
53.4% 

(20 問中 10.7 問) 
3.23% 49.0% 57.1% 58.0% 49.3% 

 ※第１学年は小学校理科の領域で作成。 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 無解答率 

1 

（１） 電源装置の使い方 選択 37.4% 0.22% 

（２） １分あたりの水の温度変化 選択 67.5% 0.57% 

（３） 課題に対する考察 短答 69.1% 3.32% 

2 
（１） 発電するときにそろえる条件 短答 39.4% 4.64% 

（２） 実験の考察 選択 72.5% 0.28% 

3 

（１） 器具「メスシリンダー」の名称 短答 35.4% 18.23% 

（２） メスシリンダーでの適切なはかり方 選択 56.6% 0.73% 

（３） 物を水にとかしたときの水溶液の重さ 選択 56.7% 0.83% 

（４） 水にとかしたものをグラフから読み取る 記述 25.1% 6.40% 

（５） とけ残ったものをとかす方法 選択 71.4% 2.87% 

4 

 

（１） 発芽に必要な条件を調べるための実験 選択 56.0% 0.68% 

（２） 実験の考察 記述 37.0% 10.68% 

（３） 発芽後の子葉の様子を予想 選択 65.8% 1.03% 

（４） 実験の結果 選択 76.9% 0.96% 

（５） 顕微鏡の焦点「調節ねじ」 短答 54.1% 3.09% 

5 
（１） 方位磁針の示す方向 選択 34.9% 1.53% 

（２） 午後３時に日が入ってくる窓の方向 選択 37.2% 1.20% 

6 

（１） 月の形 選択 76.0% 1.94% 

（２） 月が見え始める時刻と月の形 選択 38.8% 2.53% 

（３） 三日月の形に見える位置 選択 59.8% 2.79% 



 

【成果】 ・「メスシリンダーでの適切なはかり方」について，平成 27 年度全国学

力・学習状況調査の正答率との比較で＋9.5 ポイント改善されました。 

【課題】 ・「メスシリンダーの名称」について, 平成 29 年度第１回みえスタディ

チェックとの比較では改善が見られるものの，平成 27 年度全国学力・

学習状況調査における小学校第６学年との比較から，さらに改善が必

要な状況です。小学校第５学年で学習したメスシリンダーを,第６学年

で使用する機会がほとんどないことが原因として考えられます。 

・「発芽に必要な条件を調べる実験」や「１つの要因を変えるとそれに伴

って変わる要因がある実験」など，条件制御の知識・技能を活用して

実験を構想することについて，第１学年，第２学年でともに課題が見

られます。 

 

（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４（２）の問題 （正答率：37.0 %）                            

   



 

  

 

 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

４ （2） 

（正答の条件） 
次の①，②，③を満たしているもの。 
① 「適当な温度」と「日光」という２つの言葉を使って

解答している。 
② 「『適当な温度』以外に，『日光』の条件も変わってい

る」という趣旨で解答している。 
③ 文が完成するように，       に入る適切な

内容を解答している。 

 

 

1 

①，②，③を満たしているもの。 
例１ 「適当な温度」以外に，「日光」の条件も変わ

っている 
例２ 「適当な温度」と「日光」の２つの条件が変わ

っている 

◎ 37.0％ 

9 上記以外の解答  52.3％ 

0 無解答  10.68％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

植物の発芽について，要因を抽出して条件を制御しながら実験を構想できるよ
うに指導する 

【第５学年】Ｂ 生命・地球 
(1)  植物を育て，植物の発芽，成長及び結実の様子を調べ，植物の発芽，成

長及び結実とその条件についての考えをもつことができるようにする。 
イ 植物の発芽には，水，空気及び温度が関係していること。 

問題を捉え，その解決の手立てを構想するためには，変化の要因を抽出して条件
を制御しながら実験できるようにすることが大切です。 

指導に当たっては，まず，指示された自然の事物・現象を注意深く観察し，変化
を捉えられるようにし，その変化の要因になっていると考えられるものを挙げなが
ら実験を計画できるようにすることが大切です。その際，調べる要因を明らかにし，
その要因を調べるために変えなければならない条件は何か，そろえなければならな
い条件は何かを整理しながら考え，実験を計画することが重要です。 

例えば，インゲンマメの発芽に必要な要因として考えられるものを明確にした上
で，下の表のように調べる要因を抽出し，「変える条件」と「変えない条件」に分
けるなどの条件を整理して，その表を基に条件を制御しながら実験を計画できるよ
うに指導の工夫・改善を図ることが考えられます。  

 

 

 

調べる条件 変える条件 変えない条件 

水 水 空気、適当な温度 

空気 空気 水、適当な温度 

適当な温度 適当な温度 水、空気 



 

④ 課題に対応したワークシート 



 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「第 12 弾」「発芽」でダウンロードできます。 
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２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域 

第 2 学年 
35.6% 

(20 問中 7.1 問) 
14.01% 33.7% 26.7% 41.8% 40.1% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 

形式 
正答率 無解答率 

1 

（１） 屈折した光の道筋をかき入れる（作図） 記述 23.8% 10.31% 

（２） 光の屈折の現象と同じしくみ 選択 45.9% 0.96% 

2 

（１） 折れ線グラフで表さない理由「誤差」 短答 48.3% 15.59% 

（２） ばね A につるした物体の重さ 短答 17.2% 15.17% 

（３） より大きな力をはかるのに適したばねとその理由 記述 33.5% 14.91% 

3 

（１） 物質を溶かしている水の名称「溶媒」 短答 54.9% 9.64% 

（２） ミニトマトの質量を求める 短答 19.3% 25.70% 

（３） 質量パーセント濃度, 選択 19.8% 2.27% 

（４） 実験の考察 選択 20.9% 1.67% 

（５） 砂糖について考えられる新たな疑問 記述 18.5% 37.39% 

4 

（１） 蒸散について調べたこと 選択 76.9% 1.06% 

（２） 蒸散以外の原因 記述 21.5% 27.14% 

5 

（１） 実験方法「対照実験」 短答 57.2% 21.80% 

（２） オオカナダモの光合成 記述 30.0% 15.34% 

（３） 条件を変えることで他に変わってしまう条件 短答 23.4% 22.92% 

6 

（１） 伝わる速さ「初期微動継続時間」 短答 51.4% 14.88% 

（２） グラフをもとに調べようとしていること 選択 43.8% 2.20% 

（３） 震源からの距離 選択 38.8% 3.43% 

（４） S 波の到達時間 選択 34.3% 4.02% 

（５） 地震計の設置の改善 記述 31.9% 33.85% 



 

【成果】 ・「植物を入れた容器の中の空気中の水蒸気量が増加した，蒸散以外の

原因を記述すること」について，平成 30 年度全国学力・学習状況調査

の正答率との比較で＋3.5 ポイント改善されました。 

【課題】 ・「発芽に必要な条件を調べる実験」や「１つの要因を変えるとそれに

伴って変わる要因がある実験」など，条件制御の知識・技能を活用し

て実験を構想することについて，第１学年，第２学年でともに課題が

見られます。 

 

（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ５（３）の問題 （正答率： 23.4%）                     

   

  



 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

５ （３） 

（正答の条件） 
明るさに伴って変化すると考えられる環境要因につい

て記述しているもの。 
  

1 
「温度」に関して記述しているもの。 
例 水の温度，水温，気温，温度など 

◎ 23.1％ 

2 

「（温度変化に伴う）気体の水への溶けやすさ」に関し
て記述しているもの。 

例 二酸化炭素の水への溶けやすさ，酸素の水への溶
けやすさ 

〇 0.1％ 

3 

「（温度変化に伴う）水の体積，密度」に関して記述してい
るもの又は「（温度変化に伴う）試験管の体積，密度」に
関して記述しているもの。 

例１ （温度変化に伴う）水の体積，水の密度など 
例２ （温度変化に伴う）試験管の大きさなど 

〇 0.1％ 

4 
「光」に関して記述しているもの。 
例 光の強さ，どのぐらい暗いか，すき間から差し込

むわずかな光など 
 4.5％ 

5 
「ＢＴＢ溶液」に関して記述しているもの。 
例 ＢＴＢ溶液の色の変化，ＢＴＢ溶液が黄色になる

など 
 2.8％ 

6 
「気体」に関して記述しているもの。 
例 水に溶けた二酸化炭素の量 

 3.0％ 

7 
「オオカナダモ」に関して記述しているもの。 
例 オオカナダモの状態，個体差，葉の枚数など 

 5.5％ 

9 上記以外の解答  37.8％ 

0 無解答  22.92％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

植物のはたらきを調べる実験を計画する際に，「変える条件」に伴って変化す

る「変わってしまう条件」を指摘できるように指導する 

【第１学年】２分野 (1) 植物の生活と種類 
イ 植物の体のつくりと働き (ｲ) 葉・茎・根のつくりと働き 

いろいろな植物の葉，茎，根のつくりの観察を行い，その観察記録に基づ
いて，葉，茎，根のつくりの基本的な特徴を見いだすとともに，それらを光
合成，呼吸，蒸散に関する実験結果と関連付けてとらえること。 

科学的に探究する能力の基礎や態度を育成する上で，自然の事物・現象の中から
要因を抽出し，適切に条件を制御して観察・実験を計画することが大切です。 

指導に当たっては，「原因として考えられる要因」を全て挙げ，それらの要因を
「変える条件」と「変えない条件」に整理するとともに，実験を計画する学習場面
で，「結果」以外に「変える条件」に伴って「変わってしまう条件」を指摘できる
ようにすることが大切です。例えば，光と温度，温度と体積など，一つの条件を変
えるとそれに伴って変わってしまう条件を例示し，変わらないようにする手立てを
考えさせることが挙げられます。 



 

④ 課題に対応したワークシート 



 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「第１４弾」「アサリ」でダウンロードできます。 



 

３ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 全国学力・学習状況調査小学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より）  

 


